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(1985)以 来のFeatureGeometry理 論は、音韻素性の階層構造によって分節音 を持つ ものとして
捉えたものである。この階層構造の概念に基づ くと、いくっかの音韻素性は節点(Node)に よっ
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てまとめ られ、その結果ここに支配関係が生 じることになる。 この節点によるグループ化は、例え
ば同化現象など音韻変化に対 して音韻素性の拡張を考える場合、それぞれの音韻素性が単独に拡張
するのではな く、上位の節点が拡張するものと捉え直す ことができる。上位節点の拡張を考えるこ
とにより、その支配下にある音韻素性 もそれに付随 して同時に拡張することになる。 このように考
えると調音点の同化、調音様式の同化などは、それぞれを支配する節点の拡張によって表れる。一
方、分節音の削除は節点の切断(delinking)に よって表される。





音類のグループ化は、一つ の共通の音韻素性の存在 に基づ いていると考え られる。McCarthy
(1991a,b)は この音韻素性をPlaceNodeの 下のPharyngealNodeに 支配 される[pharyngeal]
であると考えている。 この[pharyngeal]素 性の存在は、多 くの言語においては、後部調音点の
音の貧弱 さからそれ程積極的に論 じられることはない。 しかしなが ら、アラビア語は後部調音点の
音を豊富に備えており、 この[pharyngeal]素 性を仮定することで これ らの後部調音点の音相互
間の様々な音韻現象を合理的に説明することがで きる。
アラビア語には咽頭化歯茎音、いわゆる強勢音 と呼ばれる4っ の音/§,乙,t,則 が存在する。
これらの音は、歯茎 と咽頭の2ヵ 所の調音点を持っ二重調音の音である。 このため、 この強勢音
/§,ζ4,尋/は これら2ヵ 所の調音点に関わる音韻素性[coronal]、[pharyngeal]の うち、 どち
らの特徴 も示 している。この強勢音/§,ζ,を,則 は、咽頭のみで強調する咽頭音/海,ヱ/と 比較す
ると、特 に[pharyngeal]素 性に関連 して異なるふるまいをす ることが考え られる。 これ ら2種
類の音の比較 による分析や考察 は、音韻素性[pharyngeal]を め ぐる分節構造の提案 に対する重
要な根拠 となる。
声門閉鎖音/ヱ/は 、口蓋垂音/κ,B/,咽 頭音 加,£/,声 門音/h/と 共に喉頭音類 とよばれ
る一っの自然類を形成 している、 これは[pharyngeal]素 性 を持 っていることによるグループ化
である。喉頭音類の音の中でも特にこの声門閉鎖/ヱ/は 特異性を持つ分節音である。声門閉鎖音
/ヱ/に 対 して、他の喉頭音類の音 との非対称性を示す新 しい分節音構造を考えると、声門閉鎖音
/ヱ/が 示す特異な音韻的事実を説明することができる。
半母音のステータスは言語により様々なものが考えられる。っまり、本来子音 として捉えられる










以上で示 した、咽頭音/ん 呈/、強勢音/§,ζ,セ,4/,声 門閉鎖音/ヱ/,半 母音/w,y/の 分節









には、音節化は、onsetの ない音節が避けられるOnsetPrinciple,3モ ーラ以上の音節が避 けら
れるTrimoraicSyllableBan,共 鳴性の高い分節音は音節のonset,codaに なりにくいというSon
oritySequencingPrincipleな どの原理に従 ってなされるということを明 らかにする。 これが本論
文における2っ めの主要な目的である。
以上のような主 旨に従って本論文 は書かれている。それでは以下に本論文の構成を概略述べ るこ
とにする。
第1章 は じめに は、本論文全体のイントロダクションである。まず本論文の目的について触
れ、分析データとして用いるアラビア語に関 しての簡単な説明を行 っている。また、用いる音韻理
論について概略的に述べ、FeatureGeometry理 論や、音節に関する理論においてどのような部分
を用いているかを明らかに している。 さらに、アラビア語の音韻のうちで本論文で扱 うことになる
分節音を取 り上げて、 どのような点が興味深いかを述べ、分析に用いる理由を簡単に説明している。
第2章 アラビア語の音韻組織について では、分析の対象に用いているアラビア語の音韻組織
について一般的な説明を行 っている。まず、アラビア語の音韻目録に関 して概観 し、アラビア語の
音韻はいくつかの基準に基づいて分類されうること示 している。 この章では、子音に関 して2種 類
の基準に基づいた分類を示 している。 これらの分類は、一っは定冠詞aLの/1/を 同化するかど
うかに関するものであり,も う一っは同一語根内での共起に関するものである。 これ ら2種 類の分
類において,半 母音/w,y/は その対象とはならない。そのため,子 音 とも母音 とも異なる種類の




第3章FeatureGeometryと 音 節 化 に つ い て で は、 本 論 文 を通 して用 い る理 論 分 に関 して 説
明 して い る。 本 論 文 で は分 節 音 構 造 、 お よ び音 節 化 の2つ の項 目 に関 す る理 論 を用 い る。 この 第3
章 で は、 本論 文 の考 察 に特 に関 わ りを持 つ これ ら2っ の理 論 を紹 介 し、 本 論 文 で と るべ き理 論 上 の
立場 を明 らか に して い る。Fea七ureGeQmeetry理 論 と は、 分 節 音 の 音 韻 素 性 が 階 層 構 造 を も って
い る と主 張 す る理 論 で あ る。 この理 論 はClements(1985)に 始 ま った考 え方 で あ るが 、 そ れ 以 来
現 在 に至 るま'で、 全 体 的 な概 念 自体 は と もか く、 細 部 の構 造 に関 して は研 究者 に よ り様 々 な もの が
提 案 され て きた。 本論 文 を通 して はMcCarthy(1988、1991a、b、1994)の 提 案 した 構 造 を も と
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に しい る。 これ は、McCarthy(1988、1991a、b、1994)が 、 ア ラ ビア 語 の 音 韻 現 象 を 分 析 して
分 節 音 構 造 を提 案 して い る こ と、 ま た、 彼 が考 え て い る[pharyngea1]素 性 の有 用 性 を 本 論 文 に
お い て も積 極 的 に採 用 す る立 場 を と って い る こ とに よ る。 本 論 文 を 通 して 、McCar七hy(1988、
1991a、b、1994)の 提 案 した構 造 を も とに、 細 部 を修 正 し、 そ の こ と に基 づ い て 、 様 々 な 複 雑 な
音 韻 変 化 が 容 易 に説 明 され う る こ とを示 す。 も う一 っ の重 要 な理 論 は音 節 化 に関 わ る も ので あ る。
それ ぞ れ の 言 語 は固 有 の 音節 構 造 を有 して い る が、 そ の決 ま った種 類 の音 節 の型 を も と に して、 基
底 で 与 え られ た 音連 続 が い くっ か の音 節 に 区切 られ て い く こと に な る。 こ の一 連 の 手 続 き は音節 化
(syllabifica七ion)と 呼 ばれ て い る。 形 態 派生 の 際 に、 決 ま った型 の 音 節 構 造 が 当 て は ま らな い 音
連 続 が生 じる こ とが しば しば見 受 け られ る。 この よ うな場 合 、 様 々 な音 韻 変 化 が 起 こ り、適 切 な 音
節 化 が 促 され る こ と に な る。 標 準 ア ラ ビア語 の場 合 に は、半 母 音/w,y/、 声 門 閉 鎖 音/ヱ/な ど
は、 音 節化 の後 に そ の分 節音 の構 造 上 の理 由 で分 節 音 削 除(deletion)を 受 け るが 、 こ の よ うな 場
合 に 音 節構 造 が 破壊 され る。 この と き、 適 切 な音 節 構 造 を形 成 す る た め に、 代 償 延 長(compenta一
七〇rylengthening)や 隣接 音節 との融 合 に よ って再 音 節 化(resyllabification)が 起 こ る こ と に な
る。 ア ラ ビア語 に 関 して起 こ り うる これ らの一 連 の音 韻 変 化 に お け る派 生 の メ カ ニ ズ ム にっ いて 述
べ る。
第4章 か ら第6章 に か け て は、 具 体 的 な音 韻 を取 り上 げ、 中心 的 な議 論 を行 う。 第4章 で は咽 頭
音/h,呈/と 強 勢 音/§,る を,則 を,第5章 で は声 門 閉鎖 音/ヱ/を 、 第6章 で は半 母 音/w,y/
を対 象 に し、 これ らの分 節 音 構 造 を考 え、 それ に付 随 して起 こ る音 韻 変 化 にっ いて 説 明 を加 え る。
第4章 咽頭 音 と強 勢音 で は、 咽 頭 音/h,呈/と 強 勢 音/§,ζ,t,則 を分 析 の 対 象 と し、 こ
れ らの 分節 音構 造 を 提案 して い る。 これ らの分 節 音 は共 通 して[pharyngea1]を 持 っ が 、 そ れ ぞ
れ 異 な る音 韻 的 ふ る ま いを す る こ とか ら、[pharyngeal]支 配 下 に、 咽 頭 音 魚,∬ に は[CP]
(constric七edglottis)を 、 強 勢 音/§,るt,則 に は[RTR](retractedtongueroo七)を 考 え 、
そ の こ とに基 づ く様 々 な音 韻 現 象 が説 明 さ れ うる こと を示 した。 そ して、 こ の よ うな分 節 音 構 造 の
相 違 が各 々個 別 の音 韻 的 ふ るま い に関 わ る こ と を指 摘 した。
第5章 声 門 閉鎖 音 で は声 門 閉鎖 音/ヱ/を 対 象 に して分 節 音 構 造 を考 え る と と も に 、 音 節 化
の な され る過 程 に っ い て論 じて い る。 声 門 閉 鎖 音/ヱ/は 、 喉頭 音 類 に分 類 され る が 、 そ の 中 で も
特 に特 徴 的 な ふ るま い を す る。 この こと は、 声 門 閉 鎖 音/ヱ/に は、 他 の喉 頭 音 類 の 音 と の 間 に 構.
造 上 の 非 対 称 性 が 存 在 す るた め で あ る。 この非 対 称 性 は、 声 門 閉 鎖 音/ヱ/のLaryngealNodeが
未 指 定 で あ る と考 え る こ と によ って い る。 他 の 喉頭 音 類 の音 との分 節 音 構 造 上 の声 門閉 鎖 音/ヱ/
の この非 対 称 性 が、 声 門 閉鎖 音/ヱ/の 特異 な ふ るま い を説 明 しう る もの で あ る と考 え る。
第6章 半 母 音 で は半 母 音/w,y/に 関 して論 じて い る。 半 母 音/w,y/は 、 語 根 子 音 と して
機 能 す る こ とか ら形 態論 的 に は子 音 と して扱 わ れ る こ とに な るが 、codaで 音 節 化 を 受 け る と き母
音 化 す る こと や、 動 詞 の派 生 に お い て消 失 す る と い っ た事 実 か ら、 語 根 子 音 と して は独 特 な ふ る ま
い を す る もの と して 区別 さ れ る。 この よ うに、 半 母 音/w,y/は そ の分 節 音 構 造 に よ って 子 音 と も
母 音 と も区 別 され るが、 これ は、 半 母 音/w,y/が 子 音 、 母 音 の 両 方 の 性 質 を併 せ持 つ か らで あ る。
この こと は、 半 母 音/w,y/の 分 節 音 構 造 に お い て、[cons]が 指定 さ れ て い な い こ と に よ る と考
え る。 この性 質 に よ り、 半 母 音/w,y/が 関 わ る音 節 化 は極 め て複 雑 な過 程 を経 る こと に な る。 こ
の と きに は様 々 な一 般 原 理 が 働 くが、 場 合 に よ り、 既 存 の一 般 原 理 の 拡 張 や 修 正 が 必要 にな る。 第
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6章 ではこれ らの問題を扱 っている。
第7章 む す び はまとめの章である。 ここでは全体をまとめて要約 している。
以上が、本論文の構成の概略である。このような構成のもとに論 じてきた本論文の結論 は、以下
で述べると.おりである。





/↑ ＼ ζ 一[
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第6章 で は半 母 音/w,y/の 分 析 を行 った が、 半 母 音/w,y/の 音韻 的 ふ るま い が 子 音 と も母 音
と も異 な る もの で あ る ことか ら、 半母 音/w,y/の 分 節 音 構 造 は これ らの両 方 と も区 別 さ れ な け れ
ば な らな い こ とを示 した。 この区 別 はRootNodeに 含 ま れ る2つ の 音 韻 素 性[son,cons]が ど
の よ う に指 定 され て い るか に よ って な され る。 ア ラ ビア語 の 分 節 音 に対 して はRoo七Nodeの 含 む

















(2c)の 構 造 に よ って半 母 音/w,.y/は 母 音 と も子音 と も異 な る構 造 を 持 って い る こ と が 示 さ れ
る。 この 構造 にお い て半 母 音/w,y/は[consコ の 指 定 を 受 けな い。 この こ とが半 母 音/w,y/に
対 して ≦ 子 音 と して の ふ る ま い も、母 音 と して の ふ るま い も可 能 に してお り、 ま た、 基 底 で 未 指 定
の要 素 を 持 ち う る こ とが、 音 韻 変 化 を こ うむ りや す い原 因 に な って い る と考 え る こ とが で き る。
(1)にお け るPlaceNodeの 支 配 下 の音韻 素 性 の うち、[pharyngeal]素 性 の 存 在 に は特 に 注 目 し
な けれ ば な らな い。 そ れ は、.この[pharyngea1]は 、 後 部 調 音 点 の 音 が 音 韻 目録 上 で そ れ 程 豊 富
で な い言 語 で は、 考慮 され な くて も よい素 性 で あ る と み な され る か らで あ る。 実 際 、Averyand
Rice(1989),Rice(1993),Clemen七s(1991),Odden(1991)ら は、 そ の 提 案 したFeature
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Geome七ryに おいて、PlaceNodeの 支配下にはLibia1、CQronal、Dorsa1の3っ の要素 しか設定
していない。これは、多 くの言語においては後部調音点の音が貧弱であって、 アラビア語 のよう
な喉頭音類などという自然類は存在せず、そのため[pharyngea1]素 性の存在はそれ程重要では




する音の共起が妨げられるのはこれ らの音が共通 して[pharyngeal]を 持 っているためである。
っまり、共通 して持 っている[pharyngeal]の 間にOCPが 作用するのである。喉頭音類 の音の他
に[pharyngea1]を 持 っていると考えられる音として強勢音/§,る 》 ◎/がある。喉頭音類 の音
と強勢音 は、[pharyngeal]を 持っていることで共通の特徴をみせ るが、 その一方で特にOCPの
作用に関 しては異なるふるまいをみせる。[pharyngea1]素 性に下位素性[CP]、[RTR]を 考え、
さらに基底での未指定を考慮することでそれぞれの分節音構造を示 し、このことによってはじめて
咽頭音 防,呈/と 強勢音/§,るt,¢/の 異なる音韻的現象に妥当な説明を与えることができる。





挿入 される声門閉鎖音/ヱ/の ことである。形態素 としてではなく、音節構造を守 る目的で挿入子
音 として選ばれることは、他の子音にはみられない。また声門閉鎖音/ヱ/は 、喉頭音類 の音の中
では、同 じ類の他の子音との同一語根内での共起が特に多 くみ られる。このことからしても、声門
閉鎖音/ヱ/は 喉頭類を形成 している分節音の中でも特異なものであるといえる。 さらに、 語根子
音としての立場を保ちきれず、派生の途中で消失するζとは、声門閉鎖音/ヱ/が 分節音構造上に
おける特異性を示 している古典的な例である。本論文では、この声門閉鎖音/ヱ/の 特異性 を、 分
節音構造上ではLaryngealNodeを 未指定 とすることで説明した。声門閉鎖音/ヱ/は 喉頭音類 と




















音/ヱ/、 半母音/w,y/は 、onsetで 音節化されても、OnsetPrincipleが 働 くにも関わ らず消失
する場合がある。 このことは、分節音の構造上の単純さや、未指定の音韻素性を持っということが、
音節構造保持 に優先 して考慮されなければならないことを意味 している。こうして分節音構造上の
単純さによって声門閉鎖音/ヱ/、 半母音/w,y/は 削除されるが、削除のあとに残された音節は




onsetで 音節化 された声門閉鎖音/ヱ/、 半母音/w,y/が 分節音構造上の理由で削除された後、on-




る場合には、音節内にモーラが過剰になることがしばしば起 こる。㈲の音節構造か ら明 らかである
が、アラビア語の音節はTrimoraicSyllableBanと いう一般原理 に従 い、 多 くて1音 節2モ ーラ




分かる。音節構造に違反 した派生は許されないからである。そして、 この音節構造保持に準 じて、
形態素の構造が保持されな くてはならないことになる。 これは、語根子音が原則的には変化を受け
てはならないことか らも知ることができ、また、分節音削除の後での再音節化において、Trimoraic
SyllableBanの 作用によってモーラが減 らされる場合に活用語尾 の一部を構成 しているものがま































論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、文語的規範性を持っフルハー(fushaa)と 呼ばれるアラビア語の共通語を分析 の対
●
象 とし、その分節音構造 と音節構造を素性構造理論および韻律理論の枠組みによって分析 し、アラ
ビア語の音韻現象を説明 しようとするものである。





分類が可能であると説明する。しかし、半母音/w,y/の 他、咽頭音 魚,呈/、 強勢音/§,弓,を,酬 、
声門閉鎖音/ヱ/の 音韻的振 る舞いはそれらの分節音構造により説明できると述べる。
第三章では、理論的背景にっいて説明 し、理論上の立場を明 らかにする。分節音に関しては、音
韻素性が階層構造をもっていると主張す るFeatureGeome七ry理 論 に従 い、 とくに、McCarthy
(1988、1991a、b、1994)が 、アラビア語の音韻の一現象の分析のために提案 した分節音構造 を基
本的に採用 し、[pharyngeal]素 性の有用性を認める。 しかし、その構造の細部を修正することに




声門閉鎖音/ヱ/な どの削除のメカニズムはこれらの理論の拡張により明 らか に出来 ると主張 して
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いる。
第4章 か ら第6章 までが本論文の中心的な部分であり、音韻過程の分析 と独創的な素性構造、条
件の提案、原理の修正がなされている。
第4章 では、咽頭音/肱 呈/と 強勢音/§,る を,¢/を分析の対象 とし、 これ らの分節音構造 を
提案 している。これらの分節音に共通する[pharyngeal]の 存在 によ りこれ らの音韻 の共通性 を
説明できることを示す。アラビア語 は他のセム諸語 と同じく後部調音点の音が豊富であり、喉頭音、
咽頭音、後部軟口蓋音が喉頭音類と呼ばれる。喉頭音類は、同一語根内における共起が制限される
音韻類の一つである。喉頭音類 は同一語根内共起制約に従 うこと、 この音類に属す る音韻が素性
[pharyngeal]を 共有することか ら、喉頭音類は自然類を形成 していると主張する。つ まり、共通
して持っている[pharyngeal]がOCP保 持のため共起を妨げると主張する。喉頭音類 の音の他に
[pharyngeal]を 持 っている音韻 として強勢音/§,る 毛,則 があるが、 その[pharyngeal]素 性
が支配する下位素性[RTR]と 咽頭音の下位素性[CP]、 による緩やかな同一性条件によっては
じあて咽頭音/肱 呈/と 強勢音/§,ζ,ちg/が 共起可能であるとす るなどの異な る音韻的現象に
妥当な説明を与えることができることを明らかに している。









Nodeが 未指定であり、 この分節音構造の違いが、声門閉鎖音/ヱ/の 例外 的ふるまいの理由であ
ると論 じる。
第6章 では、半母音/w,y/に 関 して論 じている。半母音/w,y/は 、語根子音 として機能す る
が、codaと なるとき母音化する、動詞の派生において消失するといった語根子音 としては例外的
なふるまいをする。 このことは、半母音/W,y/が[cons]が 指定 されていない分節構造を持っ こ
とによると論 じる。 この性質により、半母音/w,y/が 関わる音節化は極めて複雑な過程によ って
実現するが、 このときに様々な一般原理が働 くことを明らかにしている。さらに、既存の一般原理
の拡張や修正が必要であると論 じている。まず、アラビア語の音節化は、左か ら右に向かってなさ
れ、onsetの ない音節は許容 されず、 さらに、TrimoraicSyliableBanと いう一般原理に従 い、 多
くて1音 節2モ ーラまでが許容 され、3モ ーラ以上は存在できないことが示される。 このことに反
して、声門閉鎖音/ヱ/、 半母音/w,y/は 、onsetと して音節化されて も、音節は母音ではじまら
ないとする一般原理Onse七Principleに 従わず、削除されることを指摘する。分節音の構造の単純
さや未指定の音韻素性を持つことで音節構造保持の原則が破 られると論 じる。分節音構造の単純 さ













起可能性は構造のゆるやかな同一性条件 によって決定 されることを明 らかにした。喉頭閉鎖音 はそ
の基底構造に喉頭素性を持たないため、挿入音 となること、重子音を形成せず削除される現象を合
理的に説明している。さらに、語根子音 として機能するわたり音が削除される音韻過程を明らかに
し、頭子音原理の修正、形態素保持の原則、音節構造優位条件などをあらたに提案 している。本論
文は喉頭音類全体に関する考察とアラビア語全体への考察の可能性を提示 し、さらに高度な理論的
課題を追求する研究の基盤となっている。本論文が生成音韻論の発展に寄与 し、 アラビア語音韻論
に新 しい知見をもたらしたことは評価できる。
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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